
令和２年度

「食の安心コミュニティ活動」事例集

令和３年６月

山口県環境生活部生活衛生課



参加者数

19人

番号 開催日 開催場所（意見交換施設） 団体名 活動内容 参加者数

① 9月1日 一般社団法人やまぐち食の安心・安全研究センター コープやまぐち新下関店コープ委員会 施設見学 11

② 12月2日 一般社団法人やまぐち食の安心・安全研究センター コープやまぐちどうもん店コープ委員会 施設見学 8

参加者数

470人

番号 開催日 開催場所（意見交換施設） 団体名 活動内容 参加者数

1 4月上旬 神社境内 　― 交流会 7

2 7月5日 山口県セミナーパーク 　― 学習講座 24

3 10月5日 コープ中部センター　２F　会議室 コープやまぐち組織委員会 学習講座 11

4 6月9日 油谷保健福祉センター 男子厨房に入る会 油谷女性グループ 体験学習 20

5 10月30日 ほしらんど下松 下松消費者連絡会 学習講座 27

6 11月9日 岩国総合庁舎 　― 研修会 13

7 11月24日 山口県庁 　― 研修会 18

8 11月26日 マックスバリュ下関宮田町店 ファイブアデイ協会 施設見学 40

9 12月1日 岩国市市民文化会館 岩国市役所 研修会 200

10 12月7日 西岐波ふれあいセンター 西岐波南コープ委員会 交流会 4

11 2月4日 コープ中部センター　２F　会議室 コープやまぐち 組織委員会 交流会 11

12 2月12日 株式会社四季彩 徳佐婦人会 施設見学 20

13 2月15日 下松市栽培漁業センター 下松消費者連絡会 施設見学 18

14 3月3日 伊佐公会堂 百笑会 交流会 8

15 ― 　― 下関消費者の会 啓発活動 49

16 ― 　― 山口県地域消費者団体連絡協議会 啓発活動 ―

参加者数

489人

１　食の安心協力事業所との意見交換

２　「食の安心協力事業所との意見交換」以外の活動

回数

2回

【内訳】

令和２年度　食の安心コミュニティ活動実績

【内訳】

回数

３　合計

18回

16回

回数



No 開催日時 開催場所 活動内容の概要
参加
者数

団体名

R2.9.1

10:00～12:00

R2.12.7

9:45～12:05

R2.4上旬

10:00～11:00

R2.7.5

10:30～14:55

R2.10.5

13:00～14:00

R2.6.9

9:00～13:00

R2.10.30

10:00～12:00

R2.11.9

14:00～16:00

R2.11.24

14:00～16:00

R2.11.26

10:00～12:00

R2.12.1

R2.12.7

9:30～11:30

R3.2.4

10:00～12:30

R3.2.12

10:30～13:00

12 株式会社四季彩
【施設見学】
　◆施設見学、意見交換

20 徳佐婦人会

10
西岐波ふれあいセン
ター

【交流会】
　◆講義、調理実習

4
西岐波南コープ委員
会

11
コープ中部センター
２F　会議室

【交流会】
　◆ＤＶＤ視聴、調理・試食

11
コープやまぐち
組織委員会

8
マックスバリュ下関宮
田町店

【施設見学】
　◆概要説明、施設見学

40 ファイブアデイ協会

9 岩国市市民文化会館
【研修会】
　◆講義

200 岩国市役所

6 岩国総合庁舎
【研修会】
　◆講義

13

※食のコニュニティ
活動リーダー・食の
安心モニター合同研
修会

7 山口県庁
【研修会】
　◆講義

18

※食のコニュニティ
活動リーダー・食の
安心モニター合同研
修会

4 油谷保健福祉センター
【体験学習】
　◆調理実習

20
男子厨房に入る会
油谷女性グループ

5 ほしらんど下松
【学習講座】
　◆講義

27 下松消費者連絡会

2 山口県セミナーパーク
【学習講座】
　◆講義、調理実習

24 ―

3
コープ中部センター
２F　会議室

【学習講座】
　◆講義

11
コープやまぐち
組織委員会

②
やまぐち食の安心・安
全研究センター

【施設見学】
　◆施設見学、講義、手洗いチェック

8
コープやまぐち
どうもん店コープ委
員会

1 神社境内
【交流会】
　◆意見交換

7 ―

令和２年度　食の安心コミュニティ活動　活動実績一覧表

①
やまぐち食の安心・安
全研究センター

【施設見学】
　◆施設見学、講義、手洗いの実施

11
コープやまぐち
新下関店コープ委員
会



No 開催日時 開催場所 活動内容の概要
参加
者数

団体名

令和２年度　食の安心コミュニティ活動　活動実績一覧表

R3.2.15

9:45～12:00

R3.3.3

10:00～14:00

計　開催回数：１８回　　参加者数：４８９人

下関消費者の会

16 ― ―
【啓発活動】
　◆資料配布、情報誌の配布

―
山口県地域消費者団
体連絡協議会

15

下松消費者連絡会

― ―
【啓発活動】
　◆会報の発行

49

14 伊佐公会堂
【交流会】
　◆調理

8 百笑会

13
下松市栽培漁業セン
ター

【施設見学】
　◆施設見学、餌やり体験

18



Ｎｏ．①

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １１人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　コープやまぐち新下関店コープ委員会

　施設見学

　
・改めて、食の安心・安全の多方面からの内容の研修を受け、とても
　勉強になった。
・手洗いの実施は、とてもタイムリーであった。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年９月１日 10：00　～　12：00

　やまぐち食の安心・安全研究センター

10：00～10：30　センター内の見学・説明
10：30～11：30　センターで実施している検査等の研修
11：30～11：45　手洗いの実施
11：45～12：00　質問など

内訳（　大人１１人　）



Ｎｏ．②

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ８人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　コープやまぐち　どうもん店コープ委員会

　12月どうもん店コープ委員会

・久しぶりにしっかりと勉強させていただいた。丁重に説明、見学を
　させていただきとても勉強になった。検査の流れがよく理解できま
　した。
・食品の安全性についての話は興味深かった。添加物や輸入品に対す
　る思い込みを改めるきっかけとなった。
・消費者として情報を得る、話し合うしっかりと選択して買うことが
　大事。
・いつか有毒食物についての話も聞いてみたいと思いました。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１２月７日 9：45　～　12：05

　やまぐち食の安心・安全研究センター

○食の安心・安全研究センター設立の経緯と事業内容、検査の流れ
についての説明を受ける。
○センター内の機能・設備、検査の内容などを見学
○食の安全性についての説明
　・食品のハザードとリスク　・食品添加物について
　・輸入食品の安全性　　　　・ゲノム編集食品について
　・食中毒予防３原則　　　　・食品安全に関するリスクアナリシス
○手洗いのチェック
　普段のように手を洗ってみてどれだけ、どのくらい洗い残しがあ
るかを確認

内訳（　大人８人　）



Ｎｏ．１

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ７人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　仮称（昭六会）

　不定

　
　全員、いずれも高齢者であり、また、一人生活者も多いため、近く
のコンビニの食品が頼りである。
　従来のような、盆・正月など、集合会食の機会も殆んど見当たらな
い。
　従来の集合場所は、小学校の校庭であったが、廃校に伴い、その場
所は無くなったのが現状である（立入禁止のため）。
　このため、今後はコロナ禍も加えて集合する機会や場所は当分の間
見当たらない。

　
　多くの意見の中で集中したのは、「消費期限」と「賞味期限」の記
載のうち、特に年・月・日の中で、月・日が記載の理由が不明とのこ
とでした。
　次は、食べ残したものに対する「もったいない」という意見と「食
の安全」との相互の悩みの意見がありました。
　この件は、「自己責任」という表現では済まされない問題の提起が
ありました。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年４月上旬 10：00　～　11：00

　神社境内

○山口県生活衛生課発行の資料回覧
○各自の意見交流
　例：誤飲防止対策（おもち、あめ等を口に入れる時）
　　　食中毒防止（食べ残しは作らない等）

内訳（　大人７人　）



Ｎｏ．２／Ｎｏ．６①／Ｎｏ．９

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ２００人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

 ・岩国市役所
 ・山口県岩国健康福祉センター
 ・岩国市飲食業協会の皆さんと個人参加者

　新型コロナウイルス感染症の感染予防について

　令和２年度はコロナに始まりコロナに終わりました。食生活改善推
進員(食推）の事業である「男性の料理教室」も春に一回だけ行った
だけで、後は中止となりました。
　令和３年度は行事がスムーズに行われるような環境であってほしい
とただ祈るばかりです。

・令和２年１１月９日　食の安心コミュニティ活動リーダー・食の
　安心モニター合同研修会
・令和２年７月５日　環境学習講座「食品ロスの現状とその削減に
　向けた取組み」

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１２月１日

　岩国市市民文化会館

15：00～研修会「新型コロナウイルス感染症の感染予防について」

16：00～終了証を受け取って解散

＊令和２年度は興味があり、コミュニティ活動リーダー個人として
　参加(写真あり)

内訳（　大人２００人　）



Ｎｏ．３

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １１人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　コープやまぐち　組織委員会

　コープやまぐち　10月組織委員会　食のかたりべ学習会

・改めて学習することで食品添加物を改めて知ることができた。
・添加物の有効性・安全性を教わり安心できた。
・「添加物が悪いもの」という認識が少し変わった。
・テストがあったことで楽しく学べた。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１０月５日(月) 13:00　～　14:00

　コープ中部センター　２F　会議室

○食品添加物についての学習
　・添加物の有効性・安全性
　・食品添加物テスト

内訳（　大人１０人・幼児１人　）



Ｎｏ．４

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ２０人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　「男子厨房に入る会」と「油谷女性グループ」が少し手伝いました。

　「家庭生活における男女協働の推進」行事

　クジラづくし料理で懐かしい味を堪能し、又、持ち帰って家族から
大変喜ばれました。
　長門市で昔から食べられている南蛮煮や皮クジラの入った生酢は、
これからも食文化として普及していくことを願っています。

・１０月６日は、コロナ禍で衛生面も特に注意して実施しました。
　手洗い消毒はもちろん３密を避け、おしゃべりを控えたり、気にか
　けながら調理しました。
・昨年度、年５回実施した「子どもと学ぼう！カレーライスとサロン
　の日」という油谷中央公民館、油谷地区社会福祉協議会、油谷小学
　校がいっしょになった「トライアングル事業」が令和２年度は実施
　出来ず、地域住民からさみしがられました。
　今年度は、密にならず安全性に重点をおきながら参加人数を減らす
　とかして実施できることを皆願っています。
　地域と学校がいっしょになった事業で、昼はスタッフによりカレー
　が作られ、子どもたちから元気がもらえ、参加者同士の語らいの場
　となっていた事業が復活することを高齢者は待っています。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１０月６日 9：00　～　13：00

　油谷保健福祉センター

・鯨の食文化の継承・郷土料理としての食文化の啓発
・１０月の男女共同参画月間で男性の家事への参画、愛妻弁当ならぬ
　愛夫弁当を男性が作り持ち帰り、男女協働の推進をはかった

内訳（　大人２０人　）



Ｎｏ．５

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ２７人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

 下松消費者連絡会

　会員学習会

・食品表示への理解
　高齢者が多くなった団体では字を読んで理解することが大変です。
・下松市のゴミの出し方
　ゴミを分別することもよくわからない人々（老人・若もの達）、
ゴミが大変多くなっています。

・10/13　うそ電話詐欺防止訓練
　　（セブンイレブン 星プラザ店）１０名　役員
・2/15　栽培漁業センター見学
　　下松市笠戸島　１８名　役員他

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１０月３０日 10：00　～　12：00

　ほしらんど下松

・食品表示　　　　　10：00～11：00
・ごみ処理の現状　　11：00～12：00

内訳（　大人２７人　）



Ｎｏ．６②

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １３人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　令和２年度食の安心コミュニティ活動リーダー・食の安心モニター合同研修会

　令和２年度食の安心コミュニティ活動リーダー・食の安心モニター合同研修会

　食中毒を起こす病原微生物や有毒物質に即した注意事項は、とても
興味深く、調理をする際、気を付けることで安心安全な食生活ができ
ることを学びました。今までは下痢や嘔吐を病気だと思っていました
が、その中の何例かは食中毒であった気がします。知識を得ること
で、より健康な生活を送れるように毎日気を付けていこうと思いま
す。持ち帰り復伝活動で地域の皆様の健康に役立てればと思います。

　
　今年はコロナで、何の活動もできず、残念な気持ちで一杯です。
　せっかく学んだことをより深く皆様にお伝えしたいのにそれさえ阻
まれました。
　今回の講義はとても興味深く、分かりやすく、またほかの課題も聞
いてみたいと思いました。
　何年か前に聞いたアニサキスより詳しい情報が聞けて良かったで
す。地域によって毒性が違うという言葉に納得しました。
　昔から伝えられた伝統的な料理の中には、人の知恵があったのだと
つくづく思い知らされました。今は生物化学で解き明かされる事がで
きますが、昔の人は、体験で見分けていたのでしょうか？食文化と語
り継がれた知恵は、今明かされ私たちはそれを伝えることができま
す。食の安心安全のために努力をされている方にとても感謝です。
　コロナもきっと解き明かされ、昔話のように語られる日が来るのを
心から願っています。今しばらく多忙な時期が続かれるでしょうが、
皆様の努力に感謝しています。お体十分気を付けてください。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１１月９日 14：00　～　16：00

　山口県岩国総合庁舎　会議室

水産大学校食品科学科　准教授　古下学氏による食安心安全の講義

内訳（　大人１３人　）



Ｎｏ．６③

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １３人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　令和２年度食の安心コミュニティ活動リーダー・食の安心モニター合同研修会

　令和２年度食の安心コミュニティ活動リーダー・食の安心モニター合同研修会

　すべてのことがよい勉強になりました。魚を使った実験では魚につ
いている菌がはっきり見えて大変良かったです。手にどのくらいの菌
がついているかをはかる実験では手洗いの大切さがよくわかりまし
た。

　今はコロナで日本全国民が戦っている時なので手洗いをはじめたく
さんのことに注意していると思います。しっかりとこういう話や実験
結果等を発進していってほしいです。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１１月９日 14：00　～　16：00

　岩国総合庁舎

　食中毒の話や水産大学の先生が来られて魚を使った実験等とても良
い話しでした。又、手にどのぐらい菌がついているかという実験も良
かったです。

内訳（　大人１３人　）



Ｎｏ．６④

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １３人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　食の安心コミュニティ活動リーダー

　令和２年度食の安心コミュニティ活動リーダー・食の安心モニター合同研修会

　いろいろな菌の話が勉強になりました。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１１月９日 14：00　～　16：00

　岩国総合庁舎

14：00～15：30
　水産大学の先生のお話

内訳（　大人１３人　）



Ｎｏ．７

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １８人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　山口県食の安心モニター

　令和２年度食の安心コミュニティ活動リーダー・食の安心モニター合同研修会

　中々、大学の先生のお話をお聞きする機会はないので、とても貴重
な経験をさせて頂きました。専門的なお話が聞けてワクワクしまし
た。
　食の安心モニターになってとても良かったです。

　コロナ禍の中、消毒・マスク着用で開催され、安心して参加出来ま
した。
　日頃、手洗いは30秒と心掛けておりましたが、試薬を使ってみる
と、案外、手の掌には細菌が残っていることにビックリしました。
　魚に入っている(内臓・体の中)アニサキスの実物も拝見し驚きまし
た。こんなにたくさんいるんだと思いました。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１１月２４日 14：00～16：00

　山口県庁

14：00～

内訳（　大人１８人　）



Ｎｏ．８

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数
４２人

名池小３年

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　ファイブアディ協会

　児童向け食育体験プログラム

　農水省ファイブアデイ（１日に５皿３５０ｇ野菜とろう）運動の一
環として全国で取り入れられている郊外授業です。子供達は店へ訪問
して学びます。私は講師として全国を周ります。例年たくさんの学校
で実施されますが、今年度はコロナで全国２校のみ、山口新聞でも掲
載されました。
　毎回大好評のプログラム、次年度は正常通りできますように…。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１１月２６日 10：00　～　12：00

　マックスバリュ下関宮田町店

　　　　　　　　　　　　　Aチーム20人　　　　Bチーム20人
店内説明・食育授業　　　10：00～11：00　　　11：00～12：00
食の安心安全取組
バックヤード見学　　　　11：00～12：00　　　10：00～11：00

密を避けA・Bチームに2つに分かれて実施
私は講師として参加

内訳（　大人２人　・　小学生４０人　）



Ｎｏ．１０

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ４人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　西岐波南コープ委員会

　コープ委員会

・新型コロナウイルスに負けないで、感染予防に注意して頑張ろうと
　思う。
・コロナでなかなか、以前のように活動できないので工夫して、やる
　ことをやる。
・換気等にも注意して、使用後の部屋の消毒等もしっかりして感染予
　防に気を付ける。
・新型コロナウイルス感染予防に努める。
・手の消毒や検温等の体調チェック。
・三密の防止
・換気
・調理時間を短くする為、皆で行う作業を少なくするように、事前に
　作り、トッピングや加熱部分だけ、皆で行うように工夫した。

・新型コロナウイルスの影響で事業所の施設見学や意見交換等ができ
　なかった。
・食の安心に関することを学習したり意見交換をしたりした。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和２年１２月７日 9：30　～　11：30

　西岐波ふれあいセンター

 9：30～10：00　食品や新型コロナ感染予防の学習
10：00～10：30　調理
10：30～11：00　試食
11：00～11：30　意見交換・片付け等

内訳（　大人４人　）



Ｎｏ．１１

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １１人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　コープやまぐち　組織委員会

　大醤（株）商品セミナー

・リモート開催での感想
　先方に声が届かないことがあった。
　途中で調理すると先方を待たせることになりスケジュールに工夫が
　必要である。
　会場に来られない方もリモートでの出席ができた。
・どんな料理に“これ1本”なのかを知ることができた。
・ベースの醤油はcoop濃い口しょうゆだということが知れた。
・醤油になぜアルコールが使用されているのかを知れた。
・coop濃い口醤油は製造過程で捨てるものなしのエシカル商品‼

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和３年２月４日(木) 10：00　～　12：30

　コープ中部センター　2Ｆ　会議室

○リモート開催
10：00
　　　　挨拶
　　　　ＤＶＤ視聴
　　　　商品説明
　　　　調理・試食
　　　　質疑応答
　　　　感想

内訳（　大人９人　・　幼児２人　）リモート１名



Ｎｏ．１２

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ２０人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　徳佐婦人会

　婦人会会員の研修視察

　食品を製造販売する会社なので、衛生面に細心の注意が払われてお
り、食しても安心であると思いました。
　しかし、膨大な食品を製造するので、今以上の注意をお願い致しま
す。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和３年２月１２日 10：30　～　13：00

　防府市新築地町6-6　（株）四季彩

11：00～12：00　会社説明～製品の製造工程の見学
12：00～13：00　食事会、意見交換
13：30～　　　　エア、ウオーター見学

内訳（　大人２０人　）



Ｎｏ．１３

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 １８人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　下松消費者連絡会

　栽培漁業センター見学

・令和２年２月に新しく建て替えられ、見学に行きたいと思っていま
　した。
・ひらめの餌やりは、思ったよりよく食べてくれて楽しかったです。

・「笠戸ひらめ」「笠戸とらふぐ」の養殖だけと思っていましたが、
　５種類は卵から、プラス７種類は稚魚から育ちやすい大きさになっ
　たら海に放していることを知りました。
・新しく「二升五合鯖」養殖の餌を工夫して、臭みのない「二升五合
　鯖」の養殖に取り組んでいるとの事でした。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和３年２月１５日 9：45　～　12：00

　下松市栽培漁業センター

10：00～　栽培漁業センター概要説明
10：30～　生物飼育棟見学
11：00～　笠戸ひらめ餌やり体験
11：30～　意見交換、質疑応答

内訳（　大人１８人　）



Ｎｏ．１４

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 ８人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　百笑会（サロン）

　地区の老人の集い

　簡単な物ばかりでしたが、皆外に出る事が出来ない為久し振りに顔
を合わせ、美味しい美味しいと食べて下さいました。

　今年度は、最初からコロナの影響で、公民館等の使用禁止となり、
料理研究会も全て中止となり、又県の各種見学もなく、中学の理科の
教師による、料理研究も無く淋しい１年でした。
　やっと今年３月３日に密にならない様にと桜餅、おすし、甘酒を作
り、皆で大喜びしました。１月はおはぎを作りましたが、１日も早く
活動出来る様に、又見学が出来る様に祈っております。
　この見学会(各種）を自分がいかに楽しんで期待していたか、よく
わかりました。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和３年３月３日 10：00　～　14：00

　伊佐公会堂

　百笑会 サロン（年寄の会）
　おひな様でしたので、おすし、甘酒、桜餅を作り大好評でした。
　１月はお正月で、おはぎを作り、昔のぼた餅だと云って(大きくし
て)大笑いして食べました。

内訳（　大人８人　）



Ｎｏ．１５

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　下関消費者の会

　今年度はコロナ禍の関係で様々な行事やイベントはすべて中止

　食の安心・安全についてのメール配信は、会員に食中毒や食品に関
する知識をまとめてお知らせするのに重宝しています。

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和　年　月　日

　下関市消費者の会における５月・１０月・３月発行の会報にて、会
員へ食中毒や食の豆知識の情報を提供

会報配布人員 会員：４９名 市役所経由その他活動団体へ配布：４０団体



Ｎｏ．１６

開 催 日 時

開 催 場 所

活 動 内 容

参 加 者 数 人

団 体 名

行 事 名

感 想 ・
意 見 等

そ の 他

　山口県地域消費者団体連絡協議会

令和２年度　食の安心コミュニティ活動事例

令和　年　月　日

①山口県地域消費者団体連絡協議会として、毎年総会時に受講でき
　る講座について、資料一式を配布し、各団体に開催をうながして
　います。
　令和２年度はコロナの関係で、団体として受講したところは、２
　ヵ所でした。
　１１月９日(月)周南消費者協会、３月２日(水)周防大島町消費者
　連絡会で実施。本年度も、本事業の紹介と実施を要請します。

②やまぐち食の安心・安全情報誌を各団体に配布しています。

内訳（　大人　人　）


